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食中毒を予防するには　　　　　　　　　　栄養課長　高師さち子

ドクターヘリについて　　　　　　　　内科副部長　森 尾 比呂志

成田赤十字病院では、平成14年10月にヘリポートが完成
し、ドクターヘリによる傷病者の受け入れを開始しました。
平成15年度の件数は51件で、その内訳は整形外科10件、

脳神経外科15件、その他26件となっています。件数からも
わかるとおり、千葉県は交通事故ワースト３位ということも
あり、外傷の患者が多く搬送されてきます。
ドクターヘリを見かけたことがある方もいるとは思います

が、一体どのような時にドクターヘリが運航しているのかは
あまり知られていないと思います。そこで、今回はドクター
ヘリについて紹介させていただきたいと思います。
まず、ドクターヘリとは、「救急専用の医療機器等を装備

したヘリコプターに救急医療の専門医および看護師等が同乗
し、消防機関等の要請により救急現場に向かい、救急現場か
ら医療機関に搬送する間、救命医療を行うことのできる救急専用ヘリコプター」をいいます。
ドクターヘリの特徴としては、①エンジンスタートから２分で離陸可能である②機体がコンパクトでテールローターが無

いために安全で低騒音である③医療機器が標準で装備された救急専用ヘリである等の特徴があります。これ故に、救急現場
にいち早く救急専門医を送り込み、単に医療機関までの搬送時間を短くするだけでなく、治療開始時間を早くできるという

食中毒とは、有害微生物、有害物質を原因とする急性胃
腸炎を主な症状とするものをいいます。
食中毒の大半を占める細菌性食中毒は夏場の高温多湿な

時期に発生します。食品を扱う時は十分注意しましょう。
正しい知識で食中毒は予防することができます。食中毒

予防の３原則、細菌をつけない、増やさない、やっつける
を守って、食中毒の脅威から遠ざかりましょう。

食中毒予防の６つのポイント
１．買い物…新鮮な店で新鮮な物をスピーディに
・新鮮な商品を見極める
・生鮮食品は、買い物の最後に購入する
・買ったものを長く持ち歩かない

２．保　存…冷蔵庫の過信は食中毒のもと
・要冷蔵、要冷凍のものはすぐ冷蔵庫へ
・保存温度に注意（冷蔵庫10℃以下、冷凍庫－15℃
以下）扉の開閉注意

・魚や肉は汁がもれないよう保存
・食品の長期の保存はしない
・定期的に清掃消毒し、いつも清潔に
・肉、魚、卵を扱う前後に手洗い

３．調理前…２次汚染の予防
・作業前の手洗いの実施
・井戸水は水質に注意
・食材の洗浄は十分に
・肉や魚の汁が生で食べるものや、調理済みの食品は
かからないよう注意

・肉、魚、卵を扱う時は、手や、まな板、包丁などの
調理器具は食材が変わるごとにこまめに洗浄消毒

・冷凍品の解凍は冷蔵庫か電子レンジで
４．調理中…加熱調理は食中毒に最も有効
・作業前の手洗いと台所のチェック
・食材は直前まで冷蔵庫で保管
・食品の中心部まで十分加熱（75℃１分以上）

５．食　事…できたらすぐ食べる
・食卓に着く前に手洗い
・盛付は、清潔な器具で、清潔な食器に清潔な手で
・温かくして食べる料理は温かく、冷やして食べる料
理は冷たくしておく（目安は温かい料理65℃以上
冷たく料理10℃以上）

◆お弁当について
常温におかれ時間がたってから食べる事を念頭にお

き、安心して食べられるお弁当作りを心掛けましょう。
・加熱は十分に
・よく冷ましてから詰める
・特におにぎりを作る時は手指の衛生に注意

６．食　後…次の食事のために
・後片付けは速やかにおこない台所の清潔を保つ
・残った食品の保存は、清潔な手で清潔器具を使って
清潔な容器に

・食品が早く冷めるように、浅い容器に小分けして保存
・温め直しも十分加熱を
・時間が経ちすぎた食品は思い切って捨てる



点で優れた効果を発揮できると考えられています。
ドクターヘリ出動の流れとしては、出動要請後、一方で救急車は予め

設定してある救急現場へ最も近隣の臨時ヘリポート（学校、公共の運動
公園など予め市町村で指定した場所）へ向かい、飛行中のドクターヘリ
へ患者情報と臨時ヘリポートの場所を連絡し、臨時ヘリポートでドクタ
ーヘリと救急車がドッキングします。ドクターヘリで駆けつけた医師は、
救急車内で診療を開始した後、機内へ傷病者を収容し離陸します。
ドクターヘリの出動は、現場に出動した救急隊、もしくは119番通報

の内容によって消防司令室から要請されます。その出動要請基準は「生
命の危険が切迫してい

るか、その可能性が疑われるとき」となっています。なお、出動要請後
に、救急患者が比較的軽症であることが判明した場合には、ドクターヘ
リの出動をキャンセルすることができます。これは、ヘリコプター出動
の20～30％あり、現場の病状の確認等により出動したドクターヘリが引
き返すことは何ら問題なく、このような出動に関するオーバートリアー
ジの容認により、ドクターヘリが日常の救急医療に積極的に利用され、
避け得た死亡を減少させることに寄与するものと考えられています。
今後、災害があった場合でも、千葉県は普段から日常的に運行し、学

校などの臨時ヘリポートなどにも離着陸されているため、民間への抵抗
も少なく、スムーズに行えると考えられています。

日焼けについて　　　　　　　　　　　　皮膚科部長　寄藤和彦
真夏の炎天下、真黒に日焼けした肌は、まさに健康の象

徴のように見えます。しかし、手離しで喜んでいてよいも

のでしょうか。最近の研究で、紫外線が皮膚に及ぼすいろ

いろな悪影響が分かってきました。

皮膚が赤くなる日焼けをサンバーン、褐色になる日焼け

をサンタンと呼びますが、サンバーンをきたす紫外線が

UVBと呼ばれる波長の短い紫外線で、サンタンをきたす

紫外線がUVAと呼ばれる波長の長い紫外線です。皮膚に

最初に障害をきたす紫外線はUVBですが、UVAも肌の色

を黒くするだけでなく、いろいろな有害作用を持っていま

す。例えば、皮膚の中で活性酸素と呼ばれる一種の毒素を

産生し、コラーゲンやエラスチンなどの皮膚を形づくる線

維成分を変化させ、皮膚の老化を早めると共に、細胞の

DNAにも傷をつけて発がんの危険性を高める可能性があ

ります。若い頃はDNAの修復能力もさかんなため、がん

にならずに済んでいても、年齢を経るにしたがって修復能

力が落ちてくるため、がんの発生も高まってきます。「紅

斑を起こさずに色が黒くなる」UVAの作用を利用した

「日焼けサロン」が若者の間で人気を呼んでいますが、20

年後のシミやしわの増加と、皮膚がん発生の危険性が高ま

ることを覚悟しなければなりません。

だからといって紫外線を浴びないために、絶対に屋外に

出ないといった極端な行動をとる必要はありません。紫外

線を浴びすぎることなく屋外活動を楽しめばよいわけで

す。紫外線の量は正午が一番強く、前後の２時間で１日の

紫外線量の半分以上になると言われています。できれば

10時から午後２時までの時間をさけ、屋外活動を早朝練

習や夕刻の活動に切り替えるか、屋外活動をする場合は汗

で落ちにくいサンスクリーンを使うなど対策を施せばよい

わけです。最近のサンスクリーンは、かぶれなどの刺激も

少なくなり、使いやすくなっています。SPFがサンバーン

を防ぐ指標ですが、日本人の場合95％の人はリゾート地

で朝から晩まで紫外線を浴びることになっても、SPF20

で十分です。これからは、サンスクリーンを上手に活用し、

健康な皮膚を保つことにも心がけながら、大いに屋外生活

を楽しむとよいと思います。



基本理念・基本方針
【基本理念】
・医療の質の向上、安全な医療の提供に努めます
・患者様の権利、医療人としての倫理を守ります
・患者様中心の「こころあたたかい医療」の実践に
努めます

【基本方針】
・地域の皆様から信頼される病院を目指します
・救急医療の充実、より高度な医療の提供に努めます
・地域の医療機関とのより一層の連携（病診連携、
病病連携）に努めます

患者様の権利
私たちは、患者さまの権利を尊重し、最善の医療
の提供に努めます。
１．あなたの尊厳を守ります。
２．適切な医療を受ける権利を尊重します。
３．診療についての十分な情報、説明を受ける権利

を尊重します。
４．自分自身の治療について自分で決定する権利を

尊重します。
５．あなたのプライバシーが守られます。

成田赤十字病院　外来担当医表
診療受付時間　８：30～11：00（自動再来受付機による再診受付は７：00から）但し形成外科は12：30から



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


